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研究成果の概要（和文）： 人が社会の中で生きていくということは、各個人の幸福を求めながらも、それを含
めた人と人との関係を生きることになる。これらを支える社会性や道徳性の発達は、人との関わりの中で、学習
と環境に支えられ情動的認知的な発達とともに獲得されていく。大学生の意識調査から道徳教育で育まれたと自
覚された道徳的価値判断とは別に、道徳性そのものは授業以外で育まれると認識されていることが示された。日
本の社会における「同じ」が前提の環境には、多様な個別的背景をもつ人が共に生活する環境における「違う」
が基本にある国際社会のような「違う」を感じる教育環境の必要性があり、実践的道徳教育を導く教育環境モデ
ルの可能性が導かれた。

研究成果の概要（英文）：Living within society means that each individual’s search for happiness 
must coexist with relationships with other people.  The social and moral instincts which underpin 
these relationships are acquired through involvement with others, and in conjunction with emotional 
and cognitive growth gained from learning and the social environment.  This survey of university 
students indicates that morality is nurtured and perceived outside of the classroom and is separate 
from moral value judgments learned through moral education or self-awareness.  Feelings of “
difference” between individuals are normal in international society due to the coexistence of 
people from a variety of backgrounds, however, the Japanese social environment has a presumption 
towards “similarity”.  For this reason, there is a need for Japan to develop an educational 
environment in which “difference” can be experienced, and which opens up the possibility of an 
environmental model for practical moral education.

研究分野：子ども学・保育学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
大学生の意識調査より、道徳の授業で学んだと自覚された道徳的価値観は、｢敬愛と集団｣/｢友情と家族愛｣、｢平
等｣/｢公平と命の尊さ｣、「弱者へのいたわりとあやまちを正す勇気｣、｢善悪｣/｢礼儀とルール｣の３グループに分
類されたが、道徳性については授業外で育まれると認識していることが示された。また、道徳教育への評価と幸
福度との関連は高く、道徳教育に社会生活を営む上で必要な学びがあることを捉えた。また、実践的教育環境モ
デルとして、多様な個別的背景をもつ人が共に生活する「違う」が基本の集団で、個の自律性と集団への帰属意
識が支える社会的役割と責任を能動的に自覚する体験が程よくあることの重要性が導かれた。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 学習指導要領の改訂（平成 30 年３月）により、小学校では道徳が「特別な教科」として位
置付けられた。しかし、その実践にあたって、履修の義務や検定教科書の使用など、教育内容
を一元化することや評価についてなど、解決すべき課題は少なくない。そして「道徳心や倫理
という一種の価値観を教育するべきなのか」など、根本的な問いも続いている。 
これまで本研究チームは、幼小連携の道徳教育プログラムの開発に向けて、主に保育者の側
の道徳的な心情と実践の中の対応の実態等を検討し、集団生活という環境の中で起こる他者と
の交渉、交換、調整などの場面では，当事者である子どもに、個々に臨機応変に対応せざるを
得ない機会とともに、そこに道徳的判断を必要とする体験や子ども自身が道徳心を体系化する
契機が生まれているという事例等を明らかにしてきた〔基盤（C）24531009〕。また、多様な
個別的背景をもつ子どもを抱えるイギリスの初等教育施設の視察から、現行の授業時間という
枠組みを切り出して道徳的な心情を考えることに加え、ハウス組織の取り組みなど生活体験を
支える授業時間外の生活時間での道徳教育を育む環境の可能性を考えるという着想を得た。こ
れらの異年齢，異質の背景をもつ個人が所属する集団での関係は、安心と夢中、共有と交換、
交渉と調整といった場を保障し、他者の視点の内在化を促進すると考えられ、今後の道徳教育
のあり方を考える一助に成り得ると捉えたのである。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、「生活経験に基づいた実践的道徳教育」を導く教育環境モデルの開発と検証
である。道徳教育については概念的理解や知識の習得に加え、実践的知恵の蓄積が必要である
と考えられるが、授業を基盤とする現行の学校教育の枠組みでは、社会的な状況では十分に活
かされていない。そこで生活の基盤を前提とした学校・学級の枠組みを超えた異年齢の集団の
構成等、生活世界に密着した実践的道徳教育のための環境モデルの開発を試みる。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、現状の実態調査と環境構造の分析、解明、それを踏まえた教育実践のための環境
モデル開発、さらには，環境モデルを含む道徳教育実践環境の評価の三段階で進めていった。 
ⅰ.異年齢集団システムに関する国内外の取り組みに対する調査研究：実態調査と基礎データ
収集のフェイズを主として、国内外（日本・イギリス）での取り組みを詳察した。 
ⅱ.生活経験に基づいた道徳教育実践のための環境構造の分析・解明と環境モデル開発：調査
研究のデータ分析を基に、生活経験と道徳教育実践を支える環境構造について理論を整理し、
教育実践に向けての教育環境モデルについての構想を進めた。 
ⅲ.生活経験に基づいた実践的道徳教育のための教育環境モデルの取り組みと効果測定：異年
齢環境モデルの実践から、効果測定の方法や存続可能な環境モデルの開発を思考した。 
本研究を進めるにあたっては、Qualitative research(QR)、Statistics research(SR)と
Educational Action(EA)の 3 つの班で、3 つの研究フェイズを重ねながら進行していく形をと
り、研究の各フェイズの研究成果を重層的掛け合わせながら検討を行った。 
 
４．研究成果 
 人が社会の中で生きていくということは、各個人の幸福を求めながらも、それも含めた社会
の中での人と人との関係を生きていくことになる。こうした人との関係を支えていく社会性や、
善悪の判断や正義、公正性など、社会的にも望ましい行動や態度、及びその判断を身に付けて
いく道徳性の発達は、乳幼児期から始まる人との関わりの中で、学習と環境に支えられ情動的
認知的な発達とともに獲得されていくものである。その育成には、家庭を基盤とする生育環境
や学校教育における体験など、教育的環境に支えられるところが大きいと考えられる。その成
果として、以下の４つ方向から整理した。 
（１）実践的道徳教育を導く教育環境について（学校教育の可能性を探る） 
在学中の大学生を対象に質問紙による回想法で、道徳の授業で培われたものは何であるか、
あるいは、現在の自分にどのように影響しているかなどを求め、これまでの学校教育でどのよ
うな道徳心が育成されているかについて、学生の経験的実感による道徳教育について、回想法
で質問し、道徳の授業に対する学習の成果及び内容についての評価を求めた。具体的には、道
徳の授業に対するイメージについて（９項目を４段階で評価）、道徳の授業でどんなことを学ん
だか（項目選択、及び、自由記述、学習指導要領から抽出した 12の内容項目）を回答，さらに、
現在の生活との関連について、主観的幸福感度（伊藤裕子・相良純子・池田政子・川浦康至（2003）
の主観的幸福感尺度 15項目４段階で評価）の回答も得た。 
これらの調査の結果、日本の学校教育における道徳教育について、大学生の印象評価として
は、授業で学んだと思われるものが、｢敬愛と集団｣/｢友情と家族愛｣、｢平等｣/｢公平と命の尊さ｣、
｢弱者へのいたわりとあやまち を正す勇気｣、｢善悪｣/｢礼儀とルール｣の３つのグループの内容
の道徳的価値が自覚されおり、この学びが、社会性の基礎となる価値・判断につながっている
と考えられる。しかし、大学生の多くは、道徳の授業をある程度評価はしていても、道徳性そ
のものは授業以外から育まれると認識していることが示された。この結果は，実際の道徳性が
育まれていると感じているのは、道徳の授業とは限らないという評価であり，実生活における
実践的な面での経験の必要性があると考えられる。【Figure１】 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
また、道徳教育に対する評価の高い人は、幸福度も高いという評価も得られ、道徳の学びが、
社会生活を営む上での必要な学びの効果としての期待が伺える。と同時に、逆の位置から眺め
ると、道徳教育の充実の方策が期待されることにもなる。こうした傾向も含め、道徳教育にお
ける今後のあり方を考える上での課題として示された。 
 
（２）イギリスの初等教育施設における教育実践から整理する 
 イギリス地方にある初等教育施設でのフィールド調査、教員へのヒアリング調査（2013 年調
査〔基盤（C）24531009〕から 2回目の訪問）より得られた知見を 2つの側面からまとめる。 
①個別的な背景をもつ子どもが共に学ぶ教育環境と異年齢の子どもが交わる自治的組織での実践
的能動的体験が支える個の自律性と集団での社会的役割と責任の自覚的体験のバランス 
 イギリスの政策や地域性も関係してはいるが、多様な個別的背景をもつ子どもが一緒に学び
生活する日常が学校環境に存在している。ここでは、同年齢を基本とするクラス単位の学習環
境における多様性の体験と、生活の基盤として所属するハウスへの帰属から、子どもの個別的
背景に視点を置かない個人の存在感と集団での役割と責任を自覚しながら協働する生活体験を
可能とする自治的組織としての体験がある。例えば、ハウス組織における個人での活躍が集団
の成果となるような課題への取り組みの評価から、それらを全体で眺め合う機会によって、個々
人の子どもの自律性を自覚する振り返りととともに、ハウスという集団での活動における役割
と責任の自覚的体験をもたらしており、まさに実践的道徳教育を含んでいることが伺えた。こ
うした様相から、個の自律性とある程度長期的に所属する集団での帰属意識が支える社会的役
割と責任を能動的に自覚する体験が程よくあることの重要性を捉えたのである。 
②教師の能動性から自己実現を支える自由度のある学校組織の在り方とスクールマネジメント 
 調査を行ったイギリスの初等教育施設における教師の教育活動への意識を支えているものと
して、伝統的な小学校では、その学校の特性でもあるが、ある程度、教師が能動的に自らの教
育活動を遂行できる自由度が学校の組織の在り方として存在している様子が見られた。子ども
の多様性等、学校環境には様々な課題を抱えながらも、Ousted による学校評価によって教育環
境としての質的な保障への努力がなされているが、所属する教師の教育活動については、教師
としての可能性を積極的に広げられる自由度があり、学校組織の柔軟なマネジメントの在り方
を伴うものであることが伺えた。その結果、個々の教師の教育活動を通した自己実現への可能
性が開かれ、所属学校への愛校意識や帰属責任がもたらされていることも受け取れたのである。 
Ofsted には、道徳的な教育に関する項目もあり、クラスを単位とする学習環境と子どもの所
属するハウス組織での教育活動にも道徳教育的な要素に対する評価が積極的に含まれてくるこ
とが受け取られた。こうしたクラスでの学習場面とハウス組織がもたらす集団意識の中での実
践的道徳教育を含む教育活動においては、かかわる教師の価値観や教育観、及び人間性など、
教師の教育への姿勢が教育活動へ影響することを考える。教育活動への自由度の高い学校組織
の在り方は、教師の能動性から教育実践への柔軟性を生み、より実践的道徳教育として望まし
い教育環境への可能性が広がるのではないかと捉えたのである。 
（３）道徳性と他者視点について 
 国内外の初等教育施設での実態調査や事例検討などから、多様な国々の様々な背景をもつ人
が共に生活する環境における「違う」ということが基本にある国際社会の現実と、日本の社会
における「同じ」が前提の環境は、人との関わりにおけるそれぞれの豊かさとともに生きづら
さに繋がる特異な状況を生む可能性があることが伺えた。これらは、自分にとって他者がどう
いう存在であるかという他者への意識の向け方や意識の持ち方、あるいは、他者の視点を人の
発達においてどのように獲得するのかということに関連していることを示すものである。 
 そこで、研究者それぞれの領域から捉える、「他者視点」を Keyword に、社会の中の人のあり
方を取り上げながら、他者視点やその獲得が社会の中に生きる人の発達にどう影響しているか、
また、他者視点の獲得は、人の発達と環境とが関係する可能性としてどうあるのか等について
検討した。 
事例の検討より、以下のことが明らかになった。乳幼児期の子どもには、傍にいる大人が自
分を見てくれていることを気にかけたり、確かめたりする姿が現れる。このやりとりは、他者

【Figure1】道徳の授業に対するイメージについて 



の視線の方向から視線を向けている他者の意識を感知していく過程の現れであり、この積み重
ねは発達的に必要な体験であるとも言える。ここには、自分とは「違う」他者を意識しながら
も自分と「同じ」である人間であることを感じるという過程がある。情動的同調等にも見られ
るように「同じ」ように感じる感覚からその他者を信頼しながら自分とは「違う」他者に自分
を投影して感じるという応答性を導きだす機会を創り出していく。人との関わりを支える他者
を意識することが始まる乳幼児期から、こうした過程を保障することの必要性を考えるのであ
る。また、様々な背景をもつ子どもと援助的な大人の関わりにおいても、子ども自身が関わる
大人に自分自身を重ね合わせる経験を通じて、自分とは異なる〈他者〉の感覚や思いを理解し
ていくようになる姿なども捉えられた。一方で、自分以外の他者への「思いやり」「道徳性」の
発揮の前段階として、自分自身に対する無意識の配慮が必要であることや、他者視点の獲得の
不全は自己意識の不全につながり、結果的に外側には「道徳性の未発達」に映ってしまうこと
なども検討された。 
こうした私たちが獲得されたと思っている「他者視点」にも認知のバイアスは存在し、人と
の関係性における様々な生きづらさを生むことにも繋がっていることも見えてきた。また、私
たちの生きている社会は、社会システムを維持するための原理やルールを抽象化した極限とし
ての道徳性を教育するというやり方も用いているが、基本的に社会の要請と個人の動因は対立
しうるものでもある。否応無く生じる葛藤をどのように解消するかについては、個人の内的な
プロセスに委ねられており、この点から見ると道徳性として求められるのは不安定に対する耐
性とも言え、社会生活は、それを培うための多様な価値観を習得する場であるとも考えられた。 
これら発達における他者視点の獲得の課題は、他者との関係を生きる社会生活において、自
発的に社会的にも望ましい行動や態度、及びその判断を身に付けていくことを支える道徳性の
発達の基盤となるものであるが、この他者視点の獲得さえも生活場面での実践的な体験がもた
らすものであることを捉えたのである。 
（４）多様な背景をもつ人が交わる教育環境モデルと実践的道徳教育について 
 生活経験に基づいた実践的道徳教育のための教育環境モデルの実験的取り組みと効果測定に
ついては、当初は研究協力校を定め、教育環境モデルを想定しての教育実践による検証を構想
していたが、実際には、通常の教育活動を行っている学校へ新たな教育環境を提案し実施へと
進めるまでには至らなかった。しかしながら、生活経験に基づいた実践的道徳教育のための教
育環境モデルとして構想している教育環境と重なる実践的機会を捉えて、本研究の目的にもあ
る教育環境モデルを構想するための教育環境として必要な要素を検討することを試みた。 
イギリスの初等教育施設における異文化体験の授業実践においては、例えば、日本語につい
て単語の発音と英語の発音が重なる単語を紹介し、イメージの共有から興味関心を引き出す活
動など、言語的違いをイメージの共有からお互いの体験の重なりをつくることで、自らの体験
的活動を導く異文化体験を導いた。その際、授業に参加した子どもたちの体験の中には、顕在
的な意識では授業のその活動を遂行しながらも、言語の違いを越えて潜在的に他者を意識しな
がら、人間的理解に近づいていることの可能性などが捉えられたのである。 
 
本研究の過程を経て、「生活経験に基づいた実践的道徳教育」を導く教育環境モデルとして導
き出されたことは、以下の 2点である。 
一つ目は、大学生の意識調査より、学校教育における授業では、教材を媒介として考える道
徳的観念から知識としての道徳性を得る機会は作られている。しかし、「同じ」を前提とする学
級や学校文化が根ざしている学校教育における学習や生活環境においての道徳教育では、様々
な背景をもつ人が交わりあう「違う」が基本の社会的場面での道徳性を必然的に問われるよう
な体験の場としてはその内容も限られてくる。例えば、現在の学校環境の「違う」を基本とす
る集団の活動には、縦割りの全校掃除や集会活動等があるが、実際には、所属集団を維持する
期間が極めて限定的であり、集団の一員であることという帰属意識や集団を意識する前提であ
る役割と責任などの意識を育てることに繋がる体験が保障できるとは言い難い。 
そこで、社会生活における道徳性が問われる場面のような「違う」ことを基本とする集団の
中で、「違う」が活かされながらも集団の力になるような個人の能動性を支える個の自律性と、
社会的役割や責任を伴うような実践的体験活動の保障であり、また、それらの体験が相互に補
償し合うような体験の往還性を生み出す環境である。「違う」が基本にある環境も、一方では、
「違う」を意識しないような活動での没頭する体験やイメージの共有など、何かを媒介しての
人間的な共有感、連帯感等から他者を意識し、人間的理解を導くような協同体験場面の可能性
が含まれると考える。 
二つ目は、日本における学校教育の「同じ」を基本とする集団での意識は、互いを同じよう
に感じることから進む乳幼児期の発達に見られるように、人間への信頼の基盤になり得るとも
考えられる。「同じ」を基盤とすると、時にそれは「違う」ことへの意識を際立たせることも孕
んでいるため、集団での人間関係では、これらが否定的にも働くことも想定される。しかし、
「同じ」という意識が保たれた集団への信頼感のもとに、「違う」を基盤とする教育環境での体
験が加わることで、信頼感を基盤にした日本的な道徳性の獲得や社会性が育まれる可能性が生
まれてくるのではないだろうか。 
今後の検討課題とも言えるが、こうした実践的道徳教育を導く教育環境モデルについて、現
在ある環境を工夫することから可能性を構想していくことが重要であると考える。例えば、イ



ギリスのハウス組織のように、個の自律性と長期的な所属集団における集団への帰属意識や社
会的役割と責任などの社会的体験を保障するような教育環境の可能性として、学校を越えた地
域における多様な人との関わりや社会的集団への所属意識を生む可能性のあるコミュニティス
クール（学校運営協議会制度,地教行法第 47条の６）等の取り組みがある。あるいは、現在の
放課後児童クラブの在り方にもみられるように（登録児童数 1234366 人 2018 年 5月現在 厚
生労働省 平成 30年放課後児童健全育成事業の実施状況より）、多くの子どもが学校とは異な
る新たな集団生活での体験を余儀なくされている。そこには、異年齢集団としての実践的な生
活体験が見込まれ、ある程度長期的な社会的集団での道徳性の問われる体験の可能性が含まれ
ている。その他、地域子育て支援拠点事業の実施要項（平成 26 年,厚生労働省）による活動や、
地域遊び場つくりを提案する多様な活動団体の取り組み等においても、教育環境モデルが適用
されるような環境づくりが期待される。 
以上のように、各個人の道徳性の獲得についての実感を支えるのは、教科化された学校教育
に位置づく道徳教育における学びと、社会生活が想定される「違い」の中で実践的学ぶ道徳性
の二つが連動することが望ましいと捉えた。そして、生活経験に基づいた実践的道徳教育を求
めるならば、これらをバランスよく体験する場とその体験が往還するような教育環境がモデル
として望まれると考えたのである。 
最後に、教育環境評価と教育実践の評価測定については、試みとしての「違い」が想定され
る教育環境場面における実地授業についての分析に留まったが、新たなステージでの検討課題
として今後の研究へとつなげていきたい。 
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